
 

 

 

 

 

 



 
ふたつの陳情、採否を分けたものは・・・ 

東大農場で生息が確認されたオオタカの生育環境を保全

するように求めて、陳情がふたつ出されました。一つは環

境の保護に絞ったもの、もう一つはそのために必要となる、

進行中の諸計画の中止、延期に言及したものでした。 
「オオタカが生息しているから環境を保全する必要があ

る」ということではなく、「オオタカが生育できるほどの貴

重な環境を保全することが必要」なのです。それを壊す計

画は中止、休止、廃止で当然です。環境が保全されていれ

ば、一時的にオオタカがいなくなっても、また戻ってくる

ことができるのです。 
ふたつの陳情、進行中の諸計画に言及したものは不採択

になりました。しかし、一方だけに賛成という理屈がわか

りません。オオタカがいなくなれば計画を進めてもいいと

考えているのでしょうか。計画を進めれば永久にオオタカ

は戻ってきません。 
オオタカの住める環境が西東京市に残っているというこ

とが貴重だと考えれば、ふたつの陳情はともに採択される

べきでした。 

市長ってな～に？ 
12 月議会で坂口市長は、市政運営は条例に従って行な

っているので、独裁者ではないのだから市長といえども

それに従うのが当然だと答弁しました。当たり前の答弁

のようですが、まやかしの答弁です。 

市長が条例に従うのは当然ですが、市長は、その条例

の提案権を持っています。前号で紹介した「（二重払い

報酬を）払ってくれるから、もらってる」という答弁と

同じで、無責任としかいいようがありません。市長は「決

まったから従っている」立場ではなく、自分の意志で「決

めてもらって執行している」という立場です。決まった

ことに従って執行するだけなら市長は不要です。事務屋

さんがいれば十分です。 

森てるおは坂口市長に対して、「何を基本にして政策

を組み立てているのかわからない」と批判してきまし

た。でも、「決まったことに従うだけ」だったのだから、

わからないのも当然でした。基本にする政策は何もない

ということですよね。 

議員報酬は引き下げを！ 

市長は、報酬審議会や議会で十分に話し合って議員報酬を決めて

もらっているという考えで、部長級職員を基準にしたと答えていま

す。報酬審議会は議員の報酬はその 80％が妥当だとしています。

そもそも 30 年以上も常勤してきた職員の生活給と任期 4 年の非常

勤職の報酬（生活費＋活動費）を同じ土俵で論じること自体が間違

っています。 

いま全国的に議員報酬の引き下げが課題になっていますが、下げ

た結果が西東京市の基準に合致するわけではありません。西東京市

があくまでも職員給料とのリンクに固執するならば、森てるおは議

員報酬の引き下げと同時に職員給料の引き下げに言及していかざ

るを得ません。 

すでに全国的にはボーナスについて人事院勧告以上の支給月数

の削減、職務割増の廃止などが対象に上がっています。西東京市は

どうするのでしょうか。 

議員報酬は西東京市では少なくとも引き上げ前の水準まで引き

下げるべきでしょう。その後の議論はそれからです。 

 

西東京市議会議員 ３期やったら 家が建つ 

前号で森てるおがこれまで使った議員活動費のご報告をしました。11 年

間で４千万円を超えています。議員報酬の年額は 900 万円ほどです。500 万

円～600 万円で世間並みの生活はできるはずですから、３期で４千万円ほど

が余ってきます。これは本来活動費に当たるはずですが、もし活動費に使わ

なかったら、立派な家が建つ金額です。 

議員の皆さん、しっかり活動費を使って活動しましょうね。そして、きち

んとその収支報告をしましょうね。 

普通教室のクーラー 
選挙前の 12 月議会で、普通教室へのクーラー設置を主張する議員が何人もいました。中学校給食のときと同様ですが、これら

の人たちの「これをやるしかない」という説明にはうんざりです。中学校給食の導入に当たっては、他の教育関係予算は軒並み減

額されました。今度はどこを削るのでしょうか。中学校給食が予算に与える影響が心配という人もいました。しかし、森てるお以

外の全員が導入に賛成したのだから、いまさら言っても泣き言にしか聞こえません。私は、中学校給食を導入していなければ、ク

ーラー設置は考えられる選択肢だったと指摘しておきました。 

中学校給食同様、クーラーについても市民の中に多様な意見があります。もちろん導入賛成から、地球温暖化を懸念する声、夏

休みを長くすればいい、午前中だけの授業にすればいい、緑のカーテンだ、散水だといろいろです。私は「よしず（葦簀）設置」

派で、室内の温度が一定程度を超えたら授業を中止すればいいと考えています。 

市民に考える材料を提示し、予算の許す範囲を市民が定め、子ども達のための最良の方法を討議し、市民自身が責任を持って決

めることが必要だと思います。 
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